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休 日 通 信
団内報

第 12回 -4号　　BD-00-RC12-04

B  奥村　智洋さん奥村　智洋さん奥村　智洋さん奥村　智洋さん奥村　智洋さん

? 8 /58 /58 /58 /58 /5時点での候補時点での候補時点での候補時点での候補時点での候補

7/23の選曲会議後に残っているのは、以下の曲目です。本日（8/

6）の選曲会議でさらに検討が加えられましたので、練習時にな

んらかの経過報告はできると思われます。

第１３回候補曲一覧（７／２５現在）

　１．イベール：　　寄港地 (20分)

　　　ラヴェル：　　ラ・ヴァルス (13分)

　　　サンサーンス：Ｓｙｍ３オルガン付 (35分)

　２．チャイコフスキー：ロメジュリ (20分)

　　　　　　　　　　　　白鳥の湖抜粋

　　　　　　　　　　　　Ｓｙｍ６悲愴　(45分)

　３．グリーグ：　ペール・ギュントから抜粋 (20分)

  　　ニールセン：Ｓｙｍ３ (32分)

  　　シベリウス：Ｓｙｍ２ (45分)

　４．エルガー：　　威風堂々第１番 (5分)

  　　ブリテン：　　青少年のための管弦楽入門 (20分弱)

  　　ヴォーン＝ウィリアムス：　Ｓｙｍ５ (42分)

B  第第第第第 1 31 31 31 31 3回演奏会の選曲回演奏会の選曲回演奏会の選曲回演奏会の選曲回演奏会の選曲

『シンドラーのリスト』でソロを弾いていただく、奥村さんの御

紹介です。

　1969 年東京生まれ。4歳からヴァイオリンを始め、15歳で

第53回日本音楽コンクールで第一位・増沢賞を受賞。高校卒

業後、奨学生としてジュリアード音楽院に留学。1990 年ワル

ド・マヨー・ヴァイオリン・コンクール並びにアスペン・コ

ンチェルト・コンクールに優勝。同年カーネギーホールで

ニューヨーク・コンサート・オーケストラとラロのスペイン

交響曲を弾いてニューヨークデビューを果たす。1992年カー

ル・フレッシュ国際ヴァイオリン・コンクールに入賞、同時

にパガニーニの演奏に対して特別賞を受ける。

　1993年ナウムバーグ国際ヴァイオリン・コンクールに優勝

し、一躍アメリカ楽壇に認められ、全米各地のオーケストラ

（ダラス、ミルウォーキー、ユタ、シラキュース、ニュージャー

ジー、ルイジアナ、スポケーン、スプリングフィールド、ホ

ノルル、ナッシュビル、ロングビーチ、コロラド、ヴァージ

ニアほか多数）と共演、ワシントン・ポスト、ロスアンゼル

ス・タイムズ、フィラデルフィア・インクァイアラーなどの

有力紙に絶賛される。1994 年2月リンカーンセンターのアリ

ス・タリー・ホールで行われたニューヨーク・デビュー・リ

サイタルは、特にバルトークの演奏についてニューヨーク・

タイムズ紙から最高級の賛辞を得る。またケネディセンター、

フリックミュージアム（ピッツバーグ）、ガードナーミュージ

アム、クラナートセンター等でリサイタルを行い、好評を得

る。

　その間日本では、NHK 交響楽団、新日本フィルハーモニー

と共演したほか、浜離宮朝日ホール、東京オペラシティリサ

イタルホール、宝塚ベガホールなどでリサイタルを行う。

1995年、ジュリアード音楽院室内管弦楽団と共にソリストと

して来日、神戸、姫路、大阪で演奏し、好評を博す（大阪い

ずみホールにて金山隆夫氏と共演）。

　1998 年日本テレビ「深夜の音楽会」に出演し、読売日本交

響楽団と共演。1999 年夏、NHK 交響楽団と5回にわたり共演。

現在、キンボー・イシイ=エトウ氏指揮、スロヴァキア・フィ

ルハーモニー管弦楽団とのデビューCD（ラロ：スペイン交響

曲/グラズノフ：ヴァイオリン協奏曲）が発売中である。

　これまでに鷲見三郎、堀正文、江藤俊哉、ドロシー・ディ

レイ、川崎雅夫、フェリックス・ガリミア各氏に師事。ニュー

ヨーク在住。

奥村さんの練習参加は、１９・２０日です。楽しみですね！

　５．ブリテン：　青少年のための管弦楽入門 (20分弱)

　　　ホルスト：　組曲「惑星」　(50分)

　　　エルガー：　威風堂々の１番以外のどれか（アンコール）

　６．アルベニス（アルボス編）：イベリア組曲 （25 分程度）

　　　ファリャ：　三角帽子全曲 （40 分程度）

　　　ビゼー　：　カルメンから 1 or 2 曲程度（アンコール）

　７．ブラームス：　Ｓｙｍ３ (40分)

　　　ラヴェル： 　 古風なメヌエット (10分弱)

　     　         　亡きパヴァ（これはなくてもいいかも？）

　　            　　ラ・ヴァルス (13分)

　８．ブラームス：　Ｓｙｍ３ (40分)

　　　ハチャトゥリアン：スパルタクスより抜粋（30 ～40 分)

　９．ハチャトゥリアン：　ヴァレンシアの寡婦

　　　ボロディン：　Ｓｙｍ２ (27分)

１０．ブリテン：　青少年のための管弦楽入門 (20分弱)

　　　シベリウス：Ｓｙｍ５ (32分)

　　　エルガー：　エニグマ変奏曲 (30分強)

１１．ニールセンｏｒシベリウスのＳｙｍ (30分強)

　　　ヤナーチェク：　シンフォニエッタ (25分)

? 7 /237/237/237/237/23選曲会議報告選曲会議報告選曲会議報告選曲会議報告選曲会議報告

参加者(敬称略）：内山、篠崎、金井、増尾、井藤、坂本、窪田、

進行＝藤原

※１１個のプログラム案（前段参照）の曲についての「コメント」

１．寄港地・ラヴァルス・オルガン付

・オルガン付→やりたい人は結構いる。木管はシビア。複数回の

セクション練習必要。

・ラヴァルス→弦：技術的に危険、雰囲気を出すのが困難

・Ｏｂは３曲とも３管となる。現状人数では無理なのでトラの手

配等必要。
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２．チャイコ　プロ（ロメジュリ・白鳥湖・悲愴）

・プログラムとしてまとまっている。

・濃いけど、夏にやるよりは良い。

・また、ロシアもの（チャイコもの）をやるのはどうか。

３．ペールギュント・ニールセン３・シベ２

・渋くて面白い。

・時間的にはペールギュントなしの方が良いか。ただ、Perc.が

ティンパニのみになってしまうので、短い前プロを付けるべき

（北欧もの）。

４．威風堂々・青管・Ｖウィリアムズ５

・後半をシベリウスにしても良いかも。

５．青管・惑星

・弦→スコアを見ないと何とも言えないが、「水星」などはかな

り難。

・特殊楽器（バスオーボエ等）調達困難。アマチュアでの演奏実

績はある。

６．イベリア・三角帽子全曲

・曲としては明るくてよい。

・三角帽子次第。メゾソプラノ手配要。

７．ブラ３・ラヴェル

・弦→やはりラヴァルスがひっかかる。

・ブラ３→木管は特に好きな人多い。

・たまにはドイツものに帰るのもいいんでは。

８．ブラ３・スパルタクス

・スパルタクス→派手な曲（ブラ３と好対照？）

９．ヴァレンシアの寡婦・ボロディン２

・面白いが知名度低い。Perc.のパートが不足か？

・前プロでロシアもののコンチェルトにして客を呼ぶのは？

　（ハチャトゥリアンＶｎ、グリエールＨｒ→大貫さん？）

１０．青管・シベ５・エニグマ（単品から会議の場で成案）

・エニグマは通して演奏される機会は少ないが、アンコールや吹

奏楽で一部がしばしば取り上げられている。

　ぜひ焦点にしたい（←金管）。

１１．ニールセンｏｒシベリウス・シンフォニエッタ（単品か

ら成案）

・シンフォニエッタ→難しいがやってみたい。

　ラッパ１２本だが、金を払ってでも乗りたい人が集まるので

は？

・客は呼べそう（←木管）

※話し合いの結果「有力案」からは、はずすことにした案

ａ．サンサーンスオルガン付＋ツァラ

ｂ．イベールバッカナール＋ボレロ＋カルメン抜粋＋ラヴァル

ス

ｃ．単品でマーラーＳｙｍ５＆７、ブルックナーＳｙｍ７

・ツァラ・マーラー・ブルックナー→弦の編成的に現状人数で練

習を進めていくのは無理（最初から大勢で練習しないと）。

　リヒャルト、マーラーは複数セクションで技術的にも現状無

理か。

・ｂプロ→小曲でも、曲数が多いと仕上げるのが大変。イベー

ル、ラヴァルスなど単品でも相当難しい曲。ボレロはオーボエ

ダモーレが必要（楽器も奏者も？）

有力案１１個からははずしますが、焦点にしたいパートがあれ

ば復活させて話し合いたいと思います。

その他、個別パート要望として

Ｖａ→次回はトップ未経験者がトップをやる可能性大なので、

ソロがあるなどの負担の大きい曲は極力避けて欲しい。

Ｏｂ→現状の人数では三管編成の曲が複数来ると苦しい。トラ

の手配などを考慮する必要が出てくる。

という意見がありました。

これだけでは、判断材料としては決して十分と言えませんが、

前メールの通り、「焦点にしたい」プログラムを挙げて下さい。

（練習企画：Hr藤原）

その後、メーリングリスト上でも意見が出されています。

本日の練習開始前に２回目の選曲会議が開催されていますので、

練習時の結果報告をお待ち下さい。

（広報）
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編集後記
　時間がなかなかとれず、内容に偏りがありますが、、、、、、誰か時間を

ください、、、、（＾＾）

（わし）

B  連載連載連載連載連載：：：：：FILM CLASSICS MANIACSFILM CLASSICS MANIACSFILM CLASSICS MANIACSFILM CLASSICS MANIACSFILM CLASSICS MANIACS
SCENE2SCENE2SCENE2SCENE2SCENE2：：：：：「「「「「運運運運運命命命命命ののののの闘闘闘闘闘いいいいい」」」」」

　前回、「次号は映画音楽のルーツ」としたが、諸般の事情で、

今回はアンコールでとりあげる「運命の闘い」の歌詞解題とさ

せてもらいます。
　さて、聴いただけでは「こりゃー、またー」としか聴き取れ

ませんが、原詩は、ロバート・グレイヴスがその著書『白き神々』

の中で紹介しているケルトの古詩「樹々の闘い」によるもので

す。

Under the tongue root a fight most dread

while another rages behind inthe head

　J.ウィリアムスは、これを更に言葉の響きとしての効果を得る

ために、ケルト語、ギリシャ語などを試した後、最終的にサン

スクリット語訳としました。サンスクリット語は皆目わからな

いので何とも言えませんが、単語配列から察するに、単純に原

詩を訳したのではなく、更に単語に分解し、合唱を一つの楽器

として扱っていることがうかがえます。

　現代人にとって意味を聴き取ることのできない言語を選択す

ることで音響としての効果を狙うのは、晩年のストラヴィンス

キーがラテン語をテクストに用いたのと同じ手法です。

　さて、次回では話を映画史に戻しましょう。では。


